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△$%&�において，$% �(� ，%& (� ，&$ ��とする。このとき�２
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円�2�の点�%�における接線と点�&�における接線の交点を�3�とし，線分�$3�と辺�%&�の交点

を�'�とする。また，点�$�を通り辺�%&�と平行な直線と，直線�3%，3&�との交点をそれぞ

れ�;，<�とする。

���　下の� セ �～� タ �には，次の��～��のうちから当てはまるものを一つずつ選

　べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。
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P，Q�を自然数とし，P�Q �とする。Q�個の自然数の列で和が�P�となるようなものの場３
合の数を�I � 
P，Q �とする。例えば，P �，Q ��のときを考えてみると，和が���となる

��つの自然数は��，��と��，��のみだから，和が���となる自然数の列は��，��と��，��と��，�

の���通りである。したがって，I � 
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